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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　ブンゼン反応後に得られるヨウ化水素（HI）を気化させた後、再生熱交換器を通してヨ

ウ化水素（HI）分解器に送り込み、水素（H2）やヨウ素（ I2）などから成る混合ガスに熱

分解した後、再度前記再生熱交換器を介してHI-I2回収分離器に送り、最終的に水素を分

離回収するＩＳプロセスを用いた水素製造システムにおいて、

　前記再生熱交換器の前段に予備加熱器を設け、前記再生熱交換器内部で前記混合ガスが

ヨウ素析出温度より低温にならないよう、これと熱交換する低温側プロセス流体の温度を

能動的に制御するようにしたことを特徴とする水素製造システム。

【請求項２】

　請求項１に記載の水素製造システムにおいて、前記HI-I2回収分離器の最上部に水注入

手段を設け、ヨウ素を含む前記混合ガスに水を注入することによりヨウ素を溶解する溶媒

を生成させ、これにヨウ素を溶解させることで冷却過程でも常時流体とするようにしたこ

とを特徴とする水素製造システム。

【請求項３】

　請求項２に記載の水素製造システムにおいて、前記HI-I2回収分離器を、塔下部付近か

ら塔上部付近までラシヒリングが充填された充填塔で構成し、前記充填塔の塔上部から水

を流下させつつ，高温に維持したままの前記混合ガスを上昇させ、前記水と前記混合ガス

を直接接触させ、前記充填塔の塔上部では水がヨウ素濃度の薄い混合ガス中に含まれる未

分解HIガスを吸収することにより溶媒となるヨウ化水素酸を生成し，塔下部にて溶媒とヨ

10

20



(2) JP  6871571  B2  2021.5.12

ウ 素 濃 度 の 濃 い 前 記 混 合 ガ ス を 接 触 さ せ て ヨ ウ 素 を 溶 解 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 水 素 製 造

シ ス テ ム 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 例 え ば 、 高 温 ガ ス 炉 か ら 得 ら れ る 高 熱 を 利 用 し 、 Ｉ Ｓ （ ヨ ウ 素 硫 黄 ） プ ロ セ

ス を 用 い て 水 を 熱 分 解 し 、 水 素 を 製 造 す る シ ス テ ム に 係 り 、 特 に 水 素 製 造 シ ス テ ム を 構 成

す る 機 器 や 配 管 内 で の ヨ ウ 素 の 析 出 を 防 止 し た 水 素 製 造 シ ス テ ム 及 び そ の シ ス テ ム に 適 用

可 能 な ヨ ウ 素 回 収 方 法 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 Ｉ Ｓ プ ロ セ ス は 、 図 １ に 示 さ れ る よ う な 高 温 ガ ス 炉 を 熱 源 と す る 水 素 製 造 シ ス テ ム に お

い て 、 効 率 的 な 水 素 製 造 方 法 と し て 期 待 さ れ て い る 。 熱 化 学 法 で あ る Ｉ Ｓ プ ロ セ ス は 、 ブ

ン ゼ ン 反 応 （ 硫 酸 と ヨ ウ 化 水 素 の 生 成 反 応 ） 、 硫 酸 の 熱 分 解 反 応 、 ヨ ウ 化 水 素 の 熱 分 解 反

応 の ３ 化 学 反 応 工 程 に よ り 構 成 さ れ 、 二 酸 化 炭 素 を 発 生 す る こ と な く 、 高 温 ガ ス 炉 で 発 生

す る 高 温 ガ ス を 利 用 し て 、 原 料 で あ る 水 を 分 解 し て 水 素 を 製 造 す る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 こ こ で 、 ブ ン ゼ ン 反 応 の 化 学 反 応 式 は 、 図 ２ に 模 式 的 に 示 す よ う に 、 具 体 的 に は 以 下 の

よ う に 表 さ れ る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 　 　 SO 2 + I 2 + 2H 2 O → 2HI + H 2 SO 4

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 ブ ン ゼ ン 反 応 工 程 に お い て は 、 二 酸 化 硫 黄 （ SO 2 ） ガ ス を ヨ ウ 素 (I 2 )と 水 （ 2 H 2 O） の 混

合 物 中 に 導 入 す る こ と で 、 共 に 強 酸 性 を 示 す 、 軽 液 相 （ 硫 酸 ） 及 び 重 液 相 （ ポ リ ヨ ウ 化 水

素 酸 （ HI、 I 2 、 H 2 Oの 混 合 物 ） ） に 液 -液 の 二 相 分 離 す る 生 成 溶 液 が 得 ら れ る 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 軽 液 相 の H 2 SO 4 及 び 重 液 相 の 2HIは 、 そ れ ぞ れ 別 々 の 系 統 に よ っ て 、 次 の 反 応 を も た ら さ

れ 、 そ れ ぞ れ 酸 素 及 び 水 素 を 生 成 す る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 　 　 H 2 SO 4 　 → 　 H 2 O + SO 2 + 0.5O 2 　 　

　 　 　 2HI　 → 　 H 2 + I 2

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 Ｉ Ｓ プ ロ セ ス は 、 水 以 外 の ヨ ウ 素 、 二 酸 化 硫 黄 の 反 応 物 質 が プ ロ セ ス 内 で 繰 り 返 し 使 用

す る 閉 サ イ ク ル で あ る た め 、 環 境 に 優 し く 、 非 常 に 効 率 的 に 水 素 を 生 成 で き る プ ロ セ ス と

し て 注 目 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 そ の よ う な 水 素 製 造 シ ス テ ム の 一 例 を 、 図 ３ を 参 照 し て 説 明 す る 。 ま ず 、 図 の 中 央 に 示

さ れ た ブ ン ゼ ン 反 応 器 に 水 （ 2H 2 O） と ヨ ウ 素 (I 2 )ガ ス が 供 給 さ れ 、 そ こ に 二 酸 化 硫 黄 （ SO

2 ） ガ ス が 導 入 さ れ 、 ブ ン ゼ ン 反 応 を 起 こ さ せ る 。 そ の 結 果 得 ら れ る H 2 SO 4 と 2HIは 、 二 相

分 離 器 に 送 ら れ 、 こ こ で ヨ ウ 化 水 素 （ HI） を 主 成 分 と す る 重 液 と 硫 酸 （ H 2 SO 4 ） を 主 成 分

と す る 軽 液 に 分 離 さ せ ら れ 、 そ れ ぞ れ 別 の 系 統 に 送 ら れ る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 ヨ ウ 化 水 素 （ HI） は 精 製 ・ 濃 縮 さ れ た 後 、 ヨ ウ 化 水 素 （ HI） 蒸 留 塔 で 気 体 と し て 分 離 さ

れ る 。 そ の 後 、 再 生 熱 交 換 器 を 通 し て ヨ ウ 化 水 素 （ HI） 分 解 器 に 送 ら れ 、 水 素 （ H 2 ） 、 ヨ

ウ 素 （ I 2 ） な ど か ら 成 る 混 合 ガ ス に 熱 分 解 さ せ ら れ る 。 こ れ ら の 混 合 ガ ス は 、 再 度 再 生 熱

交 換 器 を 通 さ れ た 後 、 HI-I 2 回 収 分 離 器 に 送 ら れ 、 最 終 的 に 水 素 分 離 塔 を 介 し て 水 素 （ H 2

） と し て 取 り 出 さ れ る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 一 方 、 硫 酸 （ H 2 SO 4 ） は 、 精 製 さ れ た 後 、 硫 酸 分 解 反 応 工 程 の 硫 酸 濃 縮 塔 に て 濃 縮 さ れ

、 硫 酸 分 解 器 に 送 ら れ る 。 硫 酸 分 解 器 に お い て 、 硫 酸 蒸 発 に よ っ て 気 相 化 さ れ 、 三 酸 化 硫
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黄 （ SO 3 ） な ど を 含 む 混 合 気 体 と さ れ 、 触 媒 に て 二 酸 化 硫 黄 （ SO 2 ） 等 に 分 解 さ せ ら れ た 後

、 SO 2 ガ ス 分 離 器 を 介 し て 前 述 の ブ ン ゼ ン 反 応 器 に 送 ら れ る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ １ ２ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ５ － ２ ８ ９ ７ ３ ３ 号 公 報

【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ６ － １ ６ ２ ３ ８ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ １ ３ 】

　 上 述 の 従 来 技 術 で は 、 大 き く 分 け て 以 下 の よ う な 課 題 が あ る 。

（ １ ） ヨ ウ 素 を 含 む 高 温 の 混 合 ガ ス は 、 ま ず 、 HI分 解 器 の 後 段 に あ る 再 生 熱 交 換 器 で 冷 却

さ れ る が 、 熱 交 換 器 内 部 を 流 通 す る 混 合 ガ ス の 温 度 は 能 動 的 に 制 御 す る こ と が で き ず 、 再

生 熱 交 換 器 の 内 部 で ヨ ウ 素 が 析 出 し や す い 。

（ ２ -１ ） 水 素 を 発 生 さ せ る HI分 解 反 応 工 程 （ 図 ３ の 紙 面 左 端 ） で は 、 水 素 以 外 に ヨ ウ 素

や ヨ ウ 化 水 素 を 含 む 混 合 ガ ス が 生 成 さ れ 、 目 的 物 の 水 素 を 分 離 す る 過 程 で 行 わ れ る 冷 却 時

に 、 ヨ ウ 素 が HI-I 2 回 収 分 離 器 内 に 析 出 し 易 い 。

（ ２ -２ ） ヨ ウ 素 を 含 む 混 合 ガ ス を 冷 却 し て 水 素 ガ ス を 分 離 す る 際 ， ヨ ウ 素 が 析 出 し ， 配

管 を 閉 塞 さ せ る 可 能 性 が あ る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 従 っ て 、 本 発 明 の 目 的 は 、 Ｉ Ｓ プ ロ セ ス を 用 い て 水 素 を 製 造 す る シ ス テ ム の HI分 解 反 応

工 程 に お い て 、 処 理 中 に 各 機 器 や 配 管 内 で ヨ ウ 素 が 析 出 す る こ と を 防 止 で き る 水 素 製 造 シ

ス テ ム を 提 供 す る こ と に あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ １ ５ 】

　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め 本 発 明 に 係 る 水 素 製 造 シ ス テ ム に お い て は 、 大 き く 分 け て 次 の

よ う な 解 決 手 段 を 講 じ て い る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

（ １ ） 予 備 加 熱 器 に よ る 再 生 熱 交 換 器 内 で の 混 合 ガ ス の 低 温 化 防 止

　 再 生 熱 交 換 器 内 部 で 混 合 ガ ス が ヨ ウ 素 析 出 温 度 （ 120℃ ） よ り 低 温 に な ら な い よ う 、 こ

れ と 熱 交 換 す る 低 温 側 プ ロ セ ス 流 体 の 温 度 を 能 動 的 に 制 御 す る よ う に し た 。 再 生 熱 交 換 器

を 流 れ る プ ロ セ ス 流 体 は 水 素 製 造 量 に よ っ て 流 量 が 変 化 し 、 再 生 熱 交 換 器 の 交 換 熱 量 が 変

動 す る た め 、 低 温 側 プ ロ セ ス 流 体 を 昇 温 す る 予 備 加 熱 器 を 導 入 し 、 い か な る 条 件 で も ヨ ウ

素 を 析 出 さ せ な い よ う に 、 熱 交 換 す る 混 合 ガ ス を 固 体 ヨ ウ 素 が 析 出 し な い 温 度 以 上 に 間 接

的 に 制 御 す る よ う に し た 。

【 ０ ０ １ ７ 】

（ ２ ） 高 温 混 合 ガ ス と 水 と を 直 接 接 触 さ せ て 溶 液 化

　 ヨ ウ 素 を 含 む 混 合 ガ ス に 水 を 注 入 す る こ と に よ り ヨ ウ 素 を 溶 解 す る 溶 媒 （ ヨ ウ 化 水 素 酸

） を 生 成 さ せ 、 こ れ に ヨ ウ 素 を 溶 解 さ せ る こ と で 冷 却 過 程 で も 常 時 流 体 と す る 。 ヨ ウ 素 は

水 に は 溶 解 し に く い た め 、 充 填 塔 を 用 い て 、 塔 上 部 か ら 少 量 の 水 を 流 下 さ せ つ つ ， 高 温 に

維 持 し た ま ま の 混 合 ガ ス を 上 昇 さ せ て 、 直 接 接 触 さ せ る 。 充 填 塔 の 上 部 で は 水 が ヨ ウ 素 濃

度 の 薄 く な っ た 混 合 ガ ス と 接 触 し 、 混 合 ガ ス 中 に 含 ま れ る 未 分 解 HIガ ス を 吸 収 す る こ と に

よ り 溶 媒 と な る ヨ ウ 化 水 素 酸 を 生 成 し ， 塔 下 部 に て ヨ ウ 素 濃 度 の 濃 い 混 合 ガ ス と 溶 媒 が 接

触 し ヨ ウ 素 を 溶 解 さ せ る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 具 体 的 に は 、 本 発 明 の 一 つ の 観 点 に 係 る 水 素 製 造 シ ス テ ム で は 、 再 生 熱 交 換 器 内 で の ヨ

ウ 素 の 析 出 を 防 止 す る た め 、 次 の よ う な 手 段 を 設 け て い る 。 す な わ ち 、 ブ ン ゼ ン 反 応 後 に

得 ら れ る ヨ ウ 化 水 素 （ HI） を 気 化 さ せ た 後 、 再 生 熱 交 換 器 を 通 し て ヨ ウ 化 水 素 （ HI） 分 解

器 に 送 り 込 み 、 水 素 （ H 2 ） や ヨ ウ 素 （ I 2 ） な ど か ら 成 る 混 合 ガ ス に 熱 分 解 し た 後 、 再 度 前

記 再 生 熱 交 換 器 を 介 し て HI-I 2 回 収 分 離 器 に 送 り 、 最 終 的 に 水 素 を 分 離 回 収 す る Ｉ Ｓ プ ロ
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セ ス を 用 い た 水 素 製 造 シ ス テ ム に お い て 、 前 記 再 生 熱 交 換 器 の 前 段 に 予 備 加 熱 器 を 設 け 、

前 記 再 生 熱 交 換 器 内 部 で 前 記 混 合 ガ ス が ヨ ウ 素 析 出 温 度 よ り 低 温 に な ら な い よ う 、 こ れ と

熱 交 換 す る 低 温 側 プ ロ セ ス 流 体 の 温 度 を 能 動 的 に 制 御 す る よ う に し て い る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 さ ら に 、 本 発 明 の 別 な 観 点 で の 水 素 製 造 シ ス テ ム で は 、 下 流 に 設 け ら れ た HI-I 2 回 収 分

離 器 で の ヨ ウ 素 の 析 出 を 防 止 す る た め 、 次 の 手 段 を 設 け て い る 。 す な わ ち 、 前 記 の 新 規 な

水 素 製 造 装 置 に お い て 、 さ ら に HI-I 2 回 収 分 離 器 の 最 上 部 に 水 注 入 手 段 を 設 け 、 ヨ ウ 素 を

含 む 前 記 混 合 ガ ス に 水 を 注 入 す る こ と に よ り ヨ ウ 素 を 溶 解 す る 溶 媒 を 生 成 さ せ 、 こ れ に ヨ

ウ 素 を 溶 解 さ せ る こ と で 冷 却 過 程 で も 常 時 流 体 と す る よ う に し て い る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 さ ら に 具 体 的 に は 、 上 述 の 水 素 製 造 シ ス テ ム で は 、 前 記 HI-I 2 回 収 分 離 器 を 、 塔 下 部 付

近 か ら 塔 上 部 付 近 ま で ラ シ ヒ リ ン グ が 充 填 さ れ た 充 填 塔 で 構 成 し 、 前 記 充 填 塔 の 塔 上 部 か

ら 水 を 流 下 さ せ つ つ ， 高 温 に 維 持 し た ま ま の 前 記 混 合 ガ ス を 上 昇 さ せ 、 前 記 水 と 前 記 混 合

ガ ス を 直 接 接 触 さ せ 、 前 記 充 填 塔 の 塔 上 部 で は 水 が ヨ ウ 素 濃 度 の 薄 く な っ た 混 合 ガ ス 中 に

含 ま れ る 未 分 解 HIガ ス を 吸 収 す る こ と に よ り 溶 媒 と な る ヨ ウ 化 水 素 酸 を 生 成 し ， 塔 下 部 に

て 溶 媒 と ヨ ウ 素 濃 度 の 濃 い 前 記 混 合 ガ ス を 接 触 さ せ て ヨ ウ 素 を 溶 解 さ せ て い る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ２ １ 】

　 本 発 明 に よ れ ば 、 Ｉ Ｓ プ ロ セ ス を 用 い た 水 素 製 造 シ ス テ ム に お い て 、 通 常 ヨ ウ 素 の 析 出

が 起 こ り 易 い 機 器 に 、 析 出 を 能 動 的 に 防 止 す る 手 段 を 備 え て い る の で 、 各 種 機 器 の 性 能 を

長 期 に わ た っ て 保 持 す る こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ２ ２ 】

【 図 １ 】 高 温 ガ ス 炉 を 利 用 し た 水 素 製 造 シ ス テ ム の 全 体 構 成 図 。

【 図 ２ 】 Ｉ Ｓ プ ロ セ ス の 概 略 説 明 図 。

【 図 ３ 】 Ｉ Ｓ プ ロ セ ス を 用 い た 本 発 明 の 水 素 製 造 シ ス テ ム の 概 略 説 明 図 。

【 図 ４ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 に 係 る 水 素 製 造 シ ス テ ム の 部 分 詳 細 説 明 図 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 以 下 、 図 ３ 及 び 図 ４ を 参 照 し て 、 本 発 明 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。 図 ４ に お い て 、 HI蒸

留 塔 で 分 離 ・ 気 化 さ れ た ヨ ウ 化 水 素 ガ ス は 、 予 備 加 熱 器 10に 送 ら れ 、 そ の 後 再 生 熱 交 換 器

20に 送 ら れ る 。 再 生 熱 交 換 器 20で 熱 交 換 さ れ た ヨ ウ 化 水 素 ガ ス は 、 HI分 解 器 30に 送 ら れ 、

こ こ で H 2 ,I 2 ,HIか ら 成 る 混 合 ガ ス と さ れ 、 再 度 再 生 熱 交 換 器 20に 送 ら れ る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 従 来 構 成 で は 、 HI蒸 留 塔 か ら の ヨ ウ 化 水 素 ガ ス を 予 備 加 熱 器 10に よ っ て 十 分 昇 温 さ せ て

い な い た め 、 前 記 混 合 ガ ス が 再 度 再 生 熱 交 換 器 20を 通 る 際 に 、 図 ４ に 示 さ れ て い る よ う に

ヨ ウ 素 が 熱 交 換 壁 に 析 出 し て し ま う 恐 れ が あ っ た 。 図 ４ で は こ の 状 態 を わ か り 易 く 示 す た

め に 、 あ え て 従 来 技 術 に お い て 析 出 し た ヨ ウ 素 も 図 示 し て い る 。 し か し 、 本 発 明 で は 予 備

加 熱 器 10に お い て ヨ ウ 化 水 素 ガ ス を ヨ ウ 素 析 出 温 度 （ 120℃ ） よ り も 十 分 高 い 温 度 に 加 熱

し て 、 ヨ ウ 化 水 素 ガ ス の 再 生 熱 交 換 器 20へ の 入 口 温 度 を 十 分 高 め 、 HI分 解 器 30か ら の 前 記

混 合 ガ ス が 再 生 熱 交 換 器 20を 再 度 通 過 す る 際 に ヨ ウ 素 析 出 温 度 以 下 に 降 下 し な い よ う に し

て い る の で 、 本 発 明 で は 、 こ こ に 図 示 し た よ う な ヨ ウ 素 の 析 出 は 起 こ ら な い 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 な お 、 特 に 図 示 さ れ て い な い が 、 HI-I 2 回 収 分 離 器 40に 与 え ら れ る 混 合 ガ ス の 温 度 が ヨ

ウ 素 析 出 温 度 以 下 に 降 下 し な い よ う に 、 再 生 熱 交 換 器 ２ ０ の 出 口 部 に 温 度 検 出 器 を 設 け 、

そ の 検 出 温 度 に 応 じ て 予 備 加 熱 器 10の 加 熱 温 度 を フ ィ ー ド バ ッ ク 制 御 す る こ と が よ り 望 ま

し い 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 再 生 熱 交 換 器 20を 再 通 過 し た 前 記 混 合 ガ ス は 加 熱 さ れ た 後 、 HI-I 2 回 収 分 離 器 40に 送 ら

れ る 。 図 ４ に 示 さ れ て い る よ う に 、 本 発 明 で は 、 HI-I 2 回 収 分 離 器 40は 図 4に 示 さ れ る よ う
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に 塔 下 部 付 近 か ら 塔 上 部 付 近 ま で ラ シ ヒ リ ン グ が 充 填 さ れ た 充 填 塔 で 構 成 さ れ て い る 。 充

填 塔 の 塔 上 部 に は 外 部 か ら 充 填 塔 の 上 部 に 水 を 引 き 込 む た め の 水 注 入 管 （ 図 示 せ ず ） が 設

け ら れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 充 填 塔 40の 塔 上 部 か ら 水 を 少 し ず つ 流 下 さ せ つ つ 、 高 温 に 維 持 し た ま ま の 前 記 混 合 ガ ス

を 上 昇 さ せ 、 前 記 水 と 前 記 混 合 ガ ス を 直 接 接 触 さ せ る 。 ラ シ ヒ リ ン グ 41は 、 ガ ラ ス 製 の 短

い 筒 で あ っ て 、 気 液 の 接 触 効 率 を 上 げ る た め 、 隙 間 な く 充 填 さ れ て い る 。 前 記 充 填 塔 の 塔

上 部 で は 水 が ヨ ウ 素 濃 度 の 薄 い 混 合 ガ ス 中 に 含 ま れ る 未 分 解 HIガ ス を 吸 収 す る こ と に よ り

溶 媒 と な る ヨ ウ 化 水 素 酸 を 生 成 し 、 塔 下 部 に て 溶 媒 と ヨ ウ 素 濃 度 の 濃 い 前 記 混 合 ガ ス を 接

触 さ せ て ヨ ウ 素 を 溶 解 さ せ て い る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 本 発 明 で は 、 HI-I 2 回 収 分 離 器 40を 充 填 塔 と し て 、 充 填 塔 40の 塔 上 部 か ら 水 を 供 給 し 、

ヨ ウ 素 溶 解 用 の 溶 媒 （ ヨ ウ 化 水 素 酸 ） を 作 成 し 、 溶 媒 に よ っ て ヨ ウ 素 を 吸 収 さ せ て い る の

で 、 溶 液 中 か ら ヨ ウ 素 が 析 出 す る こ と が な い 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 以 上 の 実 施 例 で は 、 ヨ ウ 素 の 析 出 沈 着 を 防 止 し た 水 素 製 造 シ ス テ ム の 構 成 に つ い て 説 明

し た が 、 上 述 の HI-I 2 回 収 分 離 器 40は 、 一 つ の 汎 用 性 の あ る ヨ ウ 素 回 収 器 と し て 捉 え る こ

と も で き る 。 す な わ ち 、 上 述 の ヨ ウ 素 回 収 器 は 、 「 塔 下 部 付 近 か ら 塔 上 部 付 近 ま で ラ シ ヒ

リ ン グ が 充 填 さ れ た 充 填 塔 か ら 構 成 さ れ 、 前 記 充 填 塔 の 塔 上 部 か ら 水 を 流 下 さ せ つ つ ， 前

記 充 填 塔 の 塔 下 部 か ら ヨ ウ 化 水 素 ガ ス を 供 給 し 、 前 記 充 填 塔 内 を 上 昇 さ せ 、 前 記 水 と 前 記

ヨ ウ 化 水 素 ガ ス を 直 接 接 触 さ せ 、 前 記 充 填 塔 の 塔 上 部 で は 水 が ヨ ウ 化 水 素 ガ ス を 吸 収 す る

こ と に よ り 溶 媒 と な る ヨ ウ 化 水 素 酸 を 生 成 し ， 塔 下 部 に て 前 記 溶 媒 と ヨ ウ 化 水 素 ガ ス を 接

触 さ せ て ヨ ウ 素 を 溶 解 さ せ る 構 成 を 持 つ 単 独 の 機 器 」 と し て も 捉 え る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 ま た 、 以 上 の 実 施 例 で は 、 HI-I 2 回 収 分 離 器 40と し て 充 填 塔 を 例 に 説 明 し た が 、 本 発 明

の ヨ ウ 素 回 収 方 法 の 原 理 は 、 充 填 塔 に 限 ら ず 、 他 の 気 液 接 触 器 で あ っ て も 同 様 に 適 用 可 能

で あ る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ３ １ 】

10… 予 備 加 熱 器

20… 再 生 熱 交 換 器

30… HI分 解 器

40… HI-I 2 回 収 分 離 器 (充 填 塔 )
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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